
実施日　令和７年９月３日（水）・１０日（水）　１８時から１９時３０分まで

会場　　文京シビックセンター５階区民会議室Ｃ（9/3）、文京区民センター2-A会議室（9/10）

1 参加者

　　　２日程に分かれて実施し、１日目は１５人、２日目は１６人が参加した。

中学２年生 中学３年生 高校１年生 高校２年生 高校３年生 合計

人数 4人 1人 3人 10人 13人 31人

割合 12.9% 3.2% 9.7% 32.3% 41.9% 100.0%

2 内容

①　条例素案の本文中から前文案に関連する部分を探すグループワークを通して、

　条例の本文と前文の関係について整理を行った。

②　7/5の「中学生サミット連絡会」、8/20の「こどもの権利推進リーダーと文京区議会議員

　との意見交換会」の様子を紹介し、当日の参加者が感想や気づいたことを発表した。

③　前文案の「こどもからの声」について再確認シート（別紙１　参照）を使って、各グループで

　修正したい点などについて検討し、発表した。

寄せられた修正点については、別紙２「こどもからの声　修正後」のとおり事務局（区）で整理した。

※各グループの司会役については、東洋大学の学生にご協力いただいた。

3 当日の様子

　①では、条文を熱心に読み込み、前文と本文の関連について確認し、条例案への

理解を深めた。

　③では、条例前文案について、さらに検討が加えられ、多くの修正意見が出された。

「もっとわかりやすい、もっといい前文にしたい」という参加者の強い想いが感じられた。

第６回こどもの権利推進リーダー会議の実施結果について



こどもからの声  再確認シート 
 

こどもからの声 

 わたしたちは、「こどもの権利」を持っています。 

 

「こどもの権利」について、大人にもこどもにも、全ての人に知ってほしいです。 

学校や地域など身近な場所で「こどもの権利」について知り、学ぶ機会をつくってほしいで

す。 

わたしたちも、「こどもの権利」について自分自身の考えをもち、身近な人から声をかけて

広めていきます。 

 

こどもの意見をはじめから否定することなく、しっかりと受け止めて、尊重し、こどもにとっ

て何が一番よいかを第一に考えてほしいです。 

大人の意見については、こどもが理解して納得できるように理由をしっかり説明してほし

いです。 

こども自らが考えて自分のことを決めていきたいので、大人は、こどもの声を聴いて、見守

り、必要な手助けをしてほしいです。 

大人とこどもが同じ立場で対等に話し合える場、安心して意見を言える場をつくってほし

いです。 

 

まわりの人と比べられたり、「こどもはこうあるべき」と決めつけられることがあります。 

自分の可能性を信じられる自分であるために、個性をもった一人の人として向き合って、

夢や頑張りたいことを尊重し、応援して、成長を見守ってほしいです。 

 

わたしたちは、失敗を認めてもらい、たくさん挑戦していきたいです。 

挑戦や失敗を見守り、受け入れて、応援してほしいです。 

自分の未来を自分で決めて成長を続けられる環境を提供してほしいです。 

 

「こどもの権利」が守られていないと感じたときに、秘密が守られ安心して相談できる場所

が身近にほしいです。 

「こどもの権利」を主張できて、信頼できる人に助けてもらえる場所を用意してほしいです。 



こどもからの声  修正後 
 

こどもからの声 

 わたしたち全てのこどもは、「こどもの権利」を持っています。 

 

「こどもの権利」について、大人にもこどもにも、全ての人に知ってほしいです。 

学校や地域など身近な場所で「こどもの権利」について知り、学ぶ機会をつくってほしいで

す。 

わたしたちも、「こどもの権利」について自分自身の考えをもち、身近な人から声をかけて

広めていきます。 

 

こどもの意見をはじめから否定することなく、しっかりと受け止めて、尊重し、こどもにとっ

て何が一番よいかを第一に考えてほしいです。 

大人の意見については、こどもが理解して納得できるように理由をしっかり説明してほし

いです。 

こども自らが考えて自分のことを決めていきたいので、大人は、こどもの声を聴いて、見守

り、必要な手助けをしてほしいです。 

大人とこどもが同じ立場で対等に話し合える場、安心して意見を言える場をつくってほし

いです。 

 

まわりの人と比べられたり、「こどもはこうあるべき」と決めつけられることがあります。 

こどもが自分自身の可能性を信じられるよう自分であるために、個性を持った一人の人と

して向き合って、夢や頑張りたいことを尊重し、応援して、成長を見守ってほしいです。 

 

わたしたちは、失敗を認めてもらい、たくさん挑戦していきたいです。 

挑戦や失敗を見守り、受け入れて、応援してほしいです。 

自分の未来を自分で決めて成長を続けられる環境を提供してほしいです。 

 

「こどもの権利」が守られていないと感じたときに、秘密が守られ安心して相談できる場所

が身近にほしいです。 

「こどもの権利」を主張できて、信頼できる人に助けてもらえる場所を用意してほしいです。 

 

わたしたちは、全てのこどもにとって「こどもの権利」が守られるまちになることを願い、行

動していきます。 


